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高梁市の将来の人口
減少、変動に対応した
包括的な対策と、それ
に伴う一層の産業振
興、定住化施策の必
要性について

高梁市非核平和都市
宣言に基づく市政を

人口減少は下げ止ま
りつつある。平成31
年の総合計画の3万
3,000人を達成すべく
全力を尽くす

核兵器廃絶は当然進
める、「平和市長会議」
へも加盟する

め
、
環
境
や
人
の
多
様
性
に
一
層
配
慮

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

市
長　

そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
、
技
能
を
生

か
せ
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
、
条
件
整

備
や
受
け
入
れ
態
勢
が
必
要
だ
と
思
う
。

大
森　

備
中
川
面
駅
、
方
谷
駅
、
木
野

山
駅
や
有
漢
Ｉ
Ｃ
な
ど
の
交
通
イ
ン
フ

ラ
と
そ
の
地
理
的
特
性
、
歴
史
、
環
境

を
生
か
し
た
市
全
体
の
戦
略
的
ス
ト
ー

リ
ー
の
構
築
を
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

交
通
イ
ン
フ
ラ
な
ど
を
生
か
し

た
企
業
誘
致
、
定
住
対
策
、
優
良
宅
地

分
譲
な
ど
地
理
的
特
性
を
考
え
た
戦
略

的
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

今
後
は
「
公
設
民
営
方
式
」
を
や
め
て

「
完
全
民
営
方
式
」
や
「
撤
去
・
廃
止
」

も
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長　

調
査
検
討
委
員
会
で

は
施
設
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
検
討
し

て
お
り
、
撤
去
に
つ
い
て
は
議
論
か
ら

除
外
さ
れ
た
。

難
波　

サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
の
建
設

案
も
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
施
設

建
設
に
は
巨
額
の
費
用
が
掛
か
り
、
市

民
合
意
が
必
要
で
あ
る
。
吉
備
国
際
大

学
の
意
向
は
ど
う
な
の
か
。
ま
た
、
民

間
で
建
設
し
運
営
す
る
構
想
は
な
い
の

か
。

教
育
次
長　

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
間

交
流
を
、
本
市
の
交
流
人
口
１
０
０
万

人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
の
要
と
考
え
て

い
る
。
施
設
整
備
は
、
自
治
体
が
国
や

県
の
補
助
を
受
け
て
行
う
の
が
一
般
的

で
あ
る
。

大
森　

２
０
４
０
年
の
高
梁
市
の
人
口

減
少
率
は
県
下
27
市
町
村
の
中
で
最
大

に
な
っ
て
い
る
。
今
以
上
職
員
の
意
識

改
革
・
危
機
感
が
必
要
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

（
前
向
き
）
思
考
に
持
っ
て
い
く
た
め
に

は
行
革
も
必
要
だ
が
、
ト
ッ
プ
の
一
層
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長　

職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
意

欲
）
を
上
げ
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
、
試
み
を
始
め
て
い
る
。

大
森　

町
を
持
続
的
に
維
持
し
て
い
く

に
は
、
そ
れ
を
支
え
て
く
れ
る
担
い
手

が
必
要
。
団
塊
の
世
代
の
後
の
担
い
手

と
し
て「
高
齢
者
」「
女
性
の
社
会
進
出
」

「
外
国
人
」
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
市

と
し
て
の
包
括
的
対
策
、
戦
略
は
あ
る

の
か
。

政
策
監　

持
続
的
な
社
会
の
実
現
の
た

難
波　

非
核
平
和
都
市
宣
言
を
し
て
い

る
市
と
し
て
、
引
き
続
き
核
兵
器
廃
絶
、

憲
法
９
条
を
守
る
の
か
。
世
界
の
核
兵

器
廃
絶
を
訴
え
活
動
し
て
い
る
「
平
和

市
長
会
議
」
に
加
盟
し
な
い
の
か
。「
核

兵
器
禁
止
条
約
を
求
め
る
署
名
」
に
取

り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

副
市
長　

憲
法
９
条
の
戦
争
放
棄
は
当

然
で
あ
り
、「
平
和
市
長
会
議
」
へ
の

加
盟
手
続
き
を
行
っ
て
い
る
。
署
名
活

動
は
で
き
な
い
が
各
種
手
段
で
広
報
は

行
う
。

難
波　
「
ゆ
・
ら
・
ら
」
調
査
検
討
委

員
会
か
ら
施
設
の
活
用
に
つ
い
て
３
案

が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
多
額

の
市
費
投
入
が
必
要
と
な
る
も
の
だ
。

● 2040年の岡山県内人口推計に
見る高梁市の人口推計について

● ＪＲ伯備線各駅、インターチェン
ジなどの交通インフラを生か
したまちづくりについて

● 高梁市非核平和都市宣言に
基づく市政について

● 「ゆ・ら・ら」跡地の活用について
● 農業経営を圧迫している円安

被害対策について
● 本市総合計画において、農産

物の加工、ブランド化を農協
や企業と連携して推進すると
あるが具体的内容を問う

● 学力向上を図る教育について 

大森 一生

難波 英夫

急
激
な
人
口
減
少
下
で
の
、
次
代

の
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
と
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
聞
く

Ｊ
Ｒ
伯
備
線
各
駅
、
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
な
ど
の
主
要
交
通
イ

ン
フ
ラ
や
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
、

地
理
的
特
性
を
生
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て

使っていない市の建
築物の取り扱いにつ
いて

「ゆ・ら・ら」活用の
検討はどう進めるのか

売却処分も視野に入
れ検討していく

議会と意見交換しな
がら進めたい

黒
川　

成
羽
病
院
の
質
の
改
善
に
向
け

て
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

し
て
い
る
の
か
。

病
院
事
務
長　

７
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
立
ち
上
げ
、
病
院
改
革
や
職
員
の
意

識
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

黒
川　

高
齢
化
が
進
む
こ
の
地
域
に
必

要
な
診
療
科
目
を
考
え
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

病
院
事
務
長　

新
た
な
診
療
科
目
に
つ

い
て
は
、
患
者
の
方
々
の
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

黒
川　

成
羽
病
院
の
附
属
診
療
所
か
ら

自
宅
へ
の
訪
問
診
療
な
ど
を
行
う
べ
き

で
は
な
い
か
。

病
院
事
務
長　

現
在
、
病
院
内
で
訪
問

診
療
、
訪
問
看
護
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

立
ち
上
げ
検
討
を
進
め
て
い
る
。

な
限
り
検
討
状
況
を
明
ら
か
に
し
、
市

民
の
声
も
聞
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

市
長　

す
で
に
地
元
住
民
か
ら
要
望
書

が
提
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
も

参
考
に
し
た
い
。
今
後
活
用
の
方
向
性

が
出
た
と
き
に
、
市
民
の
意
見
も
聞
い

て
い
き
た
い
。

黒
川　

遊
休
化
し
た
行
政
財
産
の
う
ち

箱
も
の
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か

総
務
部
長　

老
朽
化
し
て
使
用
で
き
な

い
施
設
が
12
施
設
、
そ
れ
以
外
に
38
施

設
あ
る
。

黒
川　

利
活
用
も
含
め
て
ど
の
よ
う
に

取
り
扱
っ
て
い
く
の
か
。

市
長　

耐
用
年
数
の
過
ぎ
た
施
設
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
は
理
財
課
で
調
査
、

判
断
し
て
い
く
。
活
用
で
き
な
い
も
の

は
売
却
も
視
野
に
入
れ
て
判
断
す
る
。

黒
川　

市
道
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

が
、
維
持
管
理
予
算
が
少
額
す
ぎ
る
の

で
は
な
い
か
。

産
業
経
済
部
長　

6
月
の
補
正
予
算
に

お
い
て
、
国
か
ら
の
防
災
・
安
全
交
付

金
が
予
算
化
さ
れ
た
。
今
後
、
年
次
計

画
に
よ
り
事
業
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

宮
田
　「
ゆ
・
ら
・
ら
」
調
査
検
討
委

員
会
か
ら
活
用
案
が
答
申
さ
れ
た
。
今

後
具
体
策
を
検
討
す
る
段
階
で
、
議
会

と
も
協
議
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

市
長
　
答
申
さ
れ
た
活
用
３
案
を
参
考

に
、
議
会
と
も
意
見
交
換
し
な
が
ら
検

討
を
進
め
た
い
。

宮
田
　
検
討
す
る
組
織
体
制
は
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

市
長　

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
で
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
、
横
断
的
な
組
織
を

考
え
て
い
る
。

宮
田
　
市
民
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や

考
え
方
が
あ
る
。
特
に
地
元
住
民
に
は

強
い
思
い
も
あ
る
。
執
行
部
は
、
可
能

● 市の公共財産について

● 市道の維持管理について

● 成羽病院について

● 国保加入者の短期人間ドック
の定員について

● 高梁市健康増進施設朝霧温
泉「ゆ・ら・ら」の活用について

● 音声による告知放送の再検
討はできないか

黒川 康司

宮田 好夫

休館中の朝霧温泉「ゆ・ら・ら」

施
設
の
有
効
活
用
と

市
道
の
維
持
管
理
費
の
増
額
を

過
疎
化
を
見
据
え
た

訪
問
診
療
の
充
実
を

活
用
案
に
つ
い
て
は
議
会
・

地
元
住
民
と
十
分
な
協
議
を

世
界
と
地
域
の
平
和
実
現
の
た
め
に

「
ゆ
・
ら
・
ら
」
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て


